
堺市におけるクビアカツヤカミキリ
に関する取組の紹介

堺市を含む大阪府下では、クビアカツヤカミキリの生息が拡大しており、より一層の被害防止に向けた取組

が必要な状況です。

そこで、堺市では桜の樹木などのバラ科植物を食害する特定外来生物、クビアカツヤカミキリの被害を阻

止するため、令和7年度から5か年を重点期間（集中防除3年＋効果検証2年）として防除を進める「堺

クビアカ防除大作戦」を実施します。

クビアカツヤカミキリの生態的特徴（拡散の速さ、ライフサイクル）を踏まえ、令和7～9年度を

フェーズI（集中防除期間）として取組強化、また、令和10～11年度をフェーズII（効果検証期間）

として効果検証を行い、必要に応じた防除を行うものです。

堺クビアカ防除大作戦①（市有施設での取組）

・堺市が管理するすべてのサクラ等（約19,000本）の点検

及びネット巻き・薬剤散布などの防除の実施

・事故防止のため、被害が深刻な枯木の伐採

堺クビアカ防除大作戦②（市民の皆様に向けた取組）

・広報誌、SNSなど各種媒体を活用し、周知啓発の実施

・防除講習会を開催し、参加者にスターターキット（ネット、殺虫剤）を配付

・クビアカハンターを募集し、市民の皆様による成虫駆除を促進（成虫が発生する6～8月に活動）

 ※令和7年6月30日現在、352名にハンター登録いただいています。

・自宅や公園などで成虫を見つけた場合は、踏みつぶすなど駆除してください。

クビアカハンターの登録はこちら ⇒

※飼育や生きたまま移動させることは、法律で禁止されています！！

【連絡先】 堺市環境局環境保全部環境共生課

電話：072-228-7440

メール：kankyo@sakai.lg.jp

●堺クビアカ防除大作戦とは

●成虫を見つけた場合は

クビアカツヤカミキリ
2.5～4cm

ペットボトル
約3㎝




